
年度

1,050 1,170

1,050

目標値より利用者数が増加しているため。

☆目標達成のための有効な事業内容と
なっているか

1,050

　

２　事業の概要

実施期間（第３期実施計画期間）

地方債

財務会計上の事業名地域活動活性化事業

2 1 担当部署名

1,050

1,050

1,170

1,170

A.順調に推移している☆成果の達成状況

地域の交流の場である地域集会施設の管理運営に対して、助成を行う。

３　事業費等 ４　成果の達成状況、有効性・効率性評価

区　　　　　分

事業内容

H３０年度 目標値
（R４年度）

集会施設利用者数 49,723人/年 51,224人/年

行政評価シート(令和元年度実施事業)

 第３期実施計画の事業名 地域集会施設助成事業

地域分権・協働課

総合計画の体系

章 第４章みんなでつくる分権で躍進するまち

節（施策） 第２節コミュニティの活性化

項目 項目１地域住民のつながりの強化

 第３期実施計画の区分
章/節（施策）/項目/事業番号

4 1

100.0%

補助金【総務費】 1,050

(決算)

R元年度

(決算)

R２年度

(予算）

目標達成に向けた課題 課題を踏まえた今後（令和３年度以降）の事業の方向性

地域集会施設への助成が地域活動を活性化させていると分かる指標がない。 現状維持

《上記方向性の理由・今後のスケジュール等》
令和３年度は現状のまま実施する予定だが、令和４年度以降については、
廃止も含めて検討する。

主
な
内
訳

一般財源比率 Ｃ÷Ａ

受益者負担率　Ｂ÷Ａ

５　事業の現況と今後の見通し

うち受益者負担 Ｂ

令和 令和 4 年度元

指
標
値

(

活
動
・
成
果

)

財
 
源

国・府支出金

本事業をとりまく状況の変化（社会情勢・ステークホルダー・要望等）

自治会の加入率については、本市だけでなく、他市についても年々減少傾向にある。

指標の内容
実施計画策定時
（H30年度）

実績
（R元年度）

事　業　費（千円）Ａ

☆事業は効率的に実施できているか

B.改善の余地がある

100.0%

B.改善の余地がある

・上記「達成状況」選択の理由　

100.0%

一般財源 Ｃ

１　事務事業名・総合計画の体系等

～

・上記「有効性・効率性」選択の理由　

地域集会施設への助成が必ずしも地域活動の活性
化と結びつくとは限らないと考えるため。

関連計画

直営実 施 形 態（直営/委託）

めざす姿（目標） 地域住民のつながりができ、地域活動の活性化を図る。

事業の対象
（誰を、何を）

地元負担で地域集会施設の管理・運営を行っている自治会町内会等地域組織

事業の手段・方法
（どのように）

集会施設の管理運営に対して助成を行う。

その他（　　　　　　　　　）

48,000人/年



年度

15,607

9,712 15,607

88,572 90,561

103,878

160 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、休館を
実施したため。

☆目標達成のための有効な事業内容と
なっているか

91,394

　

２　事業の概要

実施期間（第３期実施計画期間）

地方債

財務会計上の事業名地域集会施設管理運営事業

2 2 担当部署名

168,403人/年

98,563

26,139

106,328

28,878

B.順調に推移していない☆成果の達成状況

指定管理料

コミュニティセンター4館、共同利用施設32館、池田市立石橋会館の適切な管理運営を行う。

３　事業費等 ４　成果の達成状況、有効性・効率性評価

区　　　　　分

事業内容

H３０年度 目標値
（R４年度）

共同利用施設利用者数

コミュニティセンター利用者数

468,185人/年

165,754人/年

357,496人/年

行政評価シート(令和元年度実施事業)

 第３期実施計画の事業名 共同利用施設管理事業　他９事業

地域分権・協働課

総合計画の体系

章 第４章みんなでつくる分権で躍進するまち

節（施策） 第２節コミュニティの活性化

項目 項目２コミュニティの場の効率的な提供と運用

 第３期実施計画の区分
章/節（施策）/項目/事業番号

4 1

89.9%

光熱水費 26,806

(決算)

R元年度

(決算)

R２年度

(予算）

14,308

24,352

目標達成に向けた課題 課題を踏まえた今後（令和３年度以降）の事業の方向性

管理人の高齢化及び担い手不足 縮小

《上記方向性の理由・今後のスケジュール等》
令和２年度に共同利用施設２会館が供用廃止となるため。

主
な
内
訳

一般財源比率 Ｃ÷Ａ

受益者負担率　Ｂ÷Ａ

５　事業の現況と今後の見通し

うち受益者負担 Ｂ 10,324

令和 令和 4 年度

24,771

池田市立石橋会館利用者数 － 15,665人/年20,574

24,390

17,899 25,000人/年

元

指
標
値

(

活
動
・
成
果

)

修繕料

財
 
源

国・府支出金

本事業をとりまく状況の変化（社会情勢・ステークホルダー・要望等）

令和２年度６月に石橋駅前会館、１０月に池田会館が供用廃止となる。

指標の内容
実施計画策定時
（H30年度）

実績
（R元年度）

事　業　費（千円）Ａ

☆事業は効率的に実施できているか

A.有効的である（改善の余地がない）

88.0%

9.9%

A.効率的である（改善の余地がない）

・上記「達成状況」選択の理由　

85.2%

9.9% 14.7%

160 160

9,831

一般財源 Ｃ

１　事務事業名・総合計画の体系等

～

・上記「有効性・効率性」選択の理由　

指定管理による運営を行っており、維持管理・運
用面で効率化を図っている。

関連計画

一部委託実 施 形 態（直営/委託）

めざす姿（目標） 指定管理者制度により、効率的な活用を図り、地域住民にとって利用しやすい施設にする。

事業の対象
（誰を、何を）

コミュニティセンター、共同利用施設、池田市立石橋会館

事業の手段・方法
（どのように）

施設の管理・運営

その他（地域集会施設使用料など） 12,324

166,000人/年

470,000人/年


